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・ ユーザ工学の 3要素別 
第 4 章から第 6章では、高齢者が読みやすく楽しい、つまり高齢者が読む気を起こす
ようなマニュアルの文字はどのようなものであるべきかを提案するためにマニュアル







































   
JTCAの主な活動内容を以下にまとめる[11]。 
 






















表現評価のうち、表現評価チェックリストを図 2.1～図 2.4に示す。 
 
 















































































































































































































図 2.5 マニュアルレイアウト[15] 
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表 2.3 評価フォーマット 
フォーマット 用紙サイズ フォントサイズ コラム数 (段組数) 
#1 A4 ９pt 1コラム 
#2 A4 ９pt 2コラム 
#3 A4 ８pt 1コラム 





























































表 2.4 マニュアルの支援機能[14] 
支援機能  指針 
操作支援 指針1 ビジュアル表現を使う 




 指針4 マニュアルの構成をユーザのタスク思考にする 
理解支援 指針5 メリハリのある表示にする 
 指針6 解説情報を入れる 
 指針7 操作とその結果を示す 
 指針8 目標、全体を先に表示する 
 指針9 読み方をガイドする 
動機づけ支援 指針10 親しみを演出する 
 指針11 基本的な機能を早く使わせる 
 指針12 出来上がりをはじめに見せる 














































































































表 3.1 人工物の分類 
分類 人工物 
情報機器・家電 























































































































































 携帯電話 ①ボタンの材質調査 
 (②アンケート③手触り、 操作と区別のしやすさ) [49] 
①タッチパネル式、 ボタン式の使いやすさ 
 (②アンケー③反応の違い、 操作方法の理解、 スムーズさ) [50] 
①タッチパネル式、 ボタン式の使いやすさ 




③ボタンの大きさ・面積、 形状、 材質、 クリック感の違い) [51]  
①加齢と視覚機能に関連した使用性調査 
 (②表示された数字の読み上げ ③読み上げ時間、 誤読数) [52] 
①戸惑い状況とその要因を分析 
 (②操作行動と視行動の計測  




















(②パフォーマンス評価(認知機能別) ③探索時間, 捜査時間)[33]  
①WEB 閲覧時の難点と改善案検討 
 (②行動・発話記録, インタビュー 
  ③主観的意見と操作の関連)[37]  
①使いやすいレイアウト検討 
 (②パフォーマンス評価 
  ③タスク達成時間, カーソルの移動速度平均)[36] 
①使いやすいレイアウト検討 
 (②行動観察・記録  ③マウスカーソルの移動効率) [36] 
①使いやすいレイアウト検討 








(②行動/発話/操作 ③操作時間, 操作ログ, 発話分析) [55] 
①認知機能の低下と機器操作の関連調査 
(②視線記録 ③注視時間) [55]  
①高齢者に受け入れられる操作デバイスの検討 
(②聞き取り調査 ③PC利用経歴) [56] 
①高齢者に受け入れられる操作デバイスの検討 
(②パフォーマンス評価 ③操作時間, 注視時間) [56] 
①高齢者に受け入れられる操作デバイスの検討 




(②各リモコン装置の学習率 ③操作時間とステップ数の関係) [56] 
①認知的側面の問題調査 
(②行動分析 ③所要時間, 捜査回数)[57] 
①認知的側面の問題調査 
(②眼球運動計測 ③注視時間) [57] 
①認知的側面の問題調査 
(②生体信号計測 ③脈拍・呼吸・皮膚電気活動) [57] 
①認知的側面の問題調査 









 (②主観評価 ③可読限界, 読みやすさ)[71] 
①文字表示の視認性改善 
 (②主観評価 
 ③全ての表示文字が読めたか、文章をスムーズに読めたか) [71] 
公共機器・施設・設備 ①認知高齢化の影響, 行動特性 
 (②行動/操作/発話記録/インタビュー 
  ③反応時間, エラー発生とその原因)[39] 
①音声・視線ガイダンスの効果 






 (②発話思考法, 言語, 行動プロトコル 
  ③エラー回数・繰り返し回数)[41] 
①スクリーニング 
 (②AIST 式認知的加齢検査 
  ③プランニング機能, 注意機能, 作業記憶機能)[42]  
①認知機能の低下とメンタルモデル形成の関係 
 (②行動観察 ③認知機能別行動パターン)[42]  
①認知機能の低下とメンタルモデル形成の関係 
 (②インタビュー ③行動背景) [42]  
①視認性の優れた階段の配色調査 
 (②アンケート  
  ③転倒の現状(発生場所, 時間帯等), 転倒の要因)[43] 
①不安に感じる場所の調査 
 (②アンケート ③不安に感じる場所, 理由) [44] 
①階段の安心度評価 
































聴覚機能 ・パフォーマンス評価, 視線測定[40] 
 



















































・ 人工物別の分類と研究分野別による分類(表 3.5) 



















・手触り, 操作のしやすさ, 区別のしやすさ[49] 
・操作に対する反応の違い, 操作方法の理解，操作のスムーズさ[50] 






・タスク所要時間, 捜査回数, 眼球運動, 脈拍・呼吸・皮膚電気活動[57] 




・転倒の現状(経験の有無, 発生場所・時間帯等), 転倒の要因[43] 
・注視時間[45]～[47] 
・課題達成時間, エラー数, ガイダンスと注視点の一致回数[40] 
 






・AIST 式認知的加齢検査(認知機能群の分類)[33],[42] ,[55]  








快適性 ・手触り, 操作のしやすさ,区別のしやすさ[49] 
・操作に対する反応の違い, 操作方法の理解, 操作のスムーズさ[50] 
・使いたさ評価[56],[57] 
・戸惑った際の行動, 操作, 注視位置[68] 
・脈拍・呼吸・皮膚電気活動[57] 




表 3.5 クロス分類：人工物の分類と研究分野別 
  

























































































































































表 3.6 クロス分類：人工分野別とユーザビリティの3要素別 
  












































・タスクの実行時間/操作回   
 数/操作時間/達成時間
[57]～[59] 


















































































































































































































































































































図 4.2 評価対象プリンタ(Canon PIXUS MP493) 




* 最小1/4800 インチのドット（インク滴）間隔で印刷します。 
インターフェース プリンタ接続部：High-Speed USB 
印字幅 最長 203.2 mm  フチなし時：最長216 mm 
動作環境 
温度：5 ～ 35 ℃ 
湿度：10 ～ 90 % RH（結露しないこと） 
保存環境 
温度：0 ～ 40 ℃ 
湿度：5 ～ 95 % RH（結露しないこと） 
電源 
AC 100V 50/60 Hz 




電源OFF 時：約0.6 W* 
* USB 接続時 
外形寸法 
約450 mm（横）× 335 mm（奥行き）× 155 mm（高さ） 
※用紙サポートと排紙トレイを格納した状態 























表 4.2 マニュアルの文字の変更内容 





#2 文字サイズ大きくする 文字サイズ 「作業手順」のフォントサイズを13pt
に変更し、レイアウトを保ちつつ文章
全体の文字を大きくする 
#3  文字サイズ 「作業手順」のフォントサイズのみを
13ptにする 







































変更内容#3 ： 「作業手順」のフォントサイズのみを13ptへ変更 
 
 






























表 4.3 評価対象マニュアル一覧 
評価対象 
マニュアル 
ステップ１ ステップ2 ステップ3 ステップ4 
(1) #1 #2 #3 #4 
(2) #1 #2 #4 #3 
(3) #2 #4 #1 #3 
(4) #2 #3 #1 #4 
(5) #3 #1 #4 #2 
(6) #3 #4 #2 #1 
(7) #4 #3 #2 #1 































































表 4.4 アンケート結果 
  
ステップ 1 ステップ 2 ステップ３ ステップ４ 
Q1 Q2 Q3 Q1 Q2 Q3 Q1 Q2 Q3 Q1 Q2 Q3 
被験者 1 2 -1 0 2 2 0 2 0 -1 2 -2 -1 
被験者 2 1 1 -1 1 2 2 1 1 1 0 -3 0 
被験者 3 2 3 -1 1 2 -2 0 2 0 1 0 1 
被験者 4 0 -2 -1 0 0 -1 0 0 1 -1 -2 -1 
被験者 5 3 2 0 1 2 0 2 2 0 0 0 -1 
被験者 6 3 3 -1 3 3 0 3 3 0 3 -1 0 
被験者 7 0 -2 -1 0 0 -1 0 0 0 0 0 1 
被験者 8 3 2 1 3 3 2 3 1 1 0 1 -1 
被験者 9 2 -1 -3 2 1 0 2 1 0 2 0 0 








布した被験者２名の平均をとり、それぞれx1 x2 x3とする。 
 次に、xi1とx1 、xi2とx2 、xi3とx3 でステップ毎の評価点に対してにそれぞれ差を







表 4.5 アンケート結果(正規化後) 
 
 
ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４ 
Q1 Q2 Q3 Q1 Q2 Q3 Q1 Q2 Q3 Q1 Q2 Q3 
被験者 1 -0.5 -1.5 0.0 -0.5 0.5 -1.5 -0.5 -1.5 -2.5 0.0 -1.0 -2.5 
被験者 2 -1.5 0.5 -1.0 -1.5 0.5 0.5 -1.5 -0.5 -0.5 -2.0 -2.0 -1.5 
被験者 3 -0.5 2.5 -1.0 -1.5 0.5 -3.5 -2.5 0.5 -1.5 -1.0 1.0 -0.5 
被験者 4 -2.5 -2.5 -1.0 -2.5 -1.5 -2.5 -2.5 -1.5 -0.5 -3.0 -1.0 -2.5 
被験者 5 0.5 1.5 0.0 -1.5 0.5 -1.5 -0.5 0.5 -1.5 -2.0 1.0 -2.5 
被験者 6 0.5 2.5 -1.0 0.5 1.5 -1.5 0.5 1.5 -1.5 1.0 0.0 -1.5 
被験者 7 -2.5 -2.5 -1.0 -2.5 -1.5 -2.5 -2.5 -1.5 -1.5 -2.0 1.0 -0.5 
被験者 8 0.5 1.5 1.0 0.5 1.5 0.5 0.5 -0.5 -0.5 -2.0 2.0 -2.5 
被験者 9 -0.5 -1.5 -3.0 -0.5 -0.5 -1.5 -0.5 -0.5 -1.5 0.0 1.0 -1.5 






















   
























































































































x3 、x4とする。次に、xi1とx1 、xi2とx2 、xi3とx3 、xi4とx4 でステップごと




































#1 #2 #3 #4






















































































































































































































① UD黎ミン ② UD新ゴ 










































(1) ステップ名称 ： タスクのステップ名称 
(2) 動作手順  ： 各ステップでユーザが操作する動作対象 




















表 5.1 フォントの全組み合わせ 







  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
17 UD新ゴ UD黎ミン UD黎ミン 








・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 







































































表 5.2 「ステップ名称」のフォントの種類 
グループ ステップ名称のフォントの種類 
グループ1 UD 黎ミン 
グループ2 UD 新ゴ 




























表 5.3 フォントの組合せ一覧(実験1) 



























































































実験は 20代～30 代の男女 16 名に対して実施した。実験 1のアンケート結果を図
5.5 に示す。図のグラフは縦軸が表 5.3 にて示したフォントの組合せ、横軸が回答
数の割合を示す。 
 















































































表 5.4に実験 2 で使用するフォントの組合せ一覧を示す。 
表 5.4 フォントの組合せ(実験2) 











































図 5.6 実験結果(フォントの組合せ選定実験2) 
 
 













































































表 5.5 フォントの組合せ選定結果 
# ステップ名称 動作手順 操作説明 
#1 UD新ゴ UD新ゴ (※) UD新ゴ (※) 
#2 UD新ゴ (※) UD新ゴ (※) UD黎ミン 
#3 カモライム UD新ゴ (※) UD新ゴ (※) 

































































































































































































表 5.6 フォントの組合せ一覧 
組合せ ステップ名称 動作対象 操作説明 
#1 UD新ゴ UD新ゴ (※) UD新ゴ (※) 
#2 UD新ゴ (※) UD新ゴ (※) UD黎ミン 
#3 カモライム UD新ゴ (※) UD新ゴ (※) 
#4 UD黎ミン UD新ゴ (※) UD新ゴ (※) 



















表 5.7 提示マニュアル 
 ステップ 
Step1 Step2 Step3 Step4 
被験者1 #1 #4 #2 #3 
被験者2 #2 #1 #3 #4 
被験者3 #3 #2 #4 #1 
被験者4 #4 #3 #1 #2 
被験者5 #1 #2 #3 #4 
被験者6 #3 #1 #4 #2 
被験者7 #2 #4 #1 #3 




















読みやすいと感じたか (1：読みやすい 7：読みにくい） 
 
② 理解しやすさ 
理解しやすいと感じたか (1：理解しにくい 7：理解しやすい） 
 
③ 楽しさ 
読むのが楽しいと感じたか (1：楽しくない 7：楽しい） 
 
④ 親しみやすさ 
親しみやすいと感じたか (1：親しみにくい 7：親しみやすい） 
 
⑤ 情報の見つけやすさ 

















 1. プリンタを操作し、写真を印刷する。 








  Step1：印刷の準備をする 
  Step2：メモリカードをセットする 
  Step3：印刷したい写真を選ぶ 
  Step4：印刷を開始する 
 
 ・印刷の設定内容 
   用紙サイズ ：Ａ４ 
   用紙の種類 ：普通紙 
   印刷品質 ：★★ 









    4. 実験の終了 
     





















①  読みやすさ 
 
 
②  理解しやすさ 
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表 5.8 アンケート評価点の平均値(若年者) 
 評価項目 #1 #2 #3 #4 
(1) 読みやすさ 4.0 4.1 3.8 4.9 
(2) 見やすさ 4.0 4.5 3.9 4.5 
(3) 楽しさ 2.3 3.0 2.5 2.4 
(4) 親しみやすさ 3.0 3.4 3.3 3.6 
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#1 #2 #3 #4
平均値 
フォントの組合せ 
①  読みやすさ ② 理解しやすさ 











表 5.9 フリードマン検定による分析結果 
**:1%有意 *:5%有意 
評価項目 Χ２乗値 Ｐ 値 
①読みやすさ 2.63 0.451 
②理解しやすさ 0.94 0.82 
③楽しさ 1.24 0.74 
④親しみやすさ 2.81 0.42 





(1) 読みやすさ  ： #4 ＞ #2  ＞ #1 ＞ #3 
(2) 理解しやすさ  ： #4 ＝ #2  ＞ #1 ＞ #3 
(3) 楽しさ   ： #2 ＞ #3 ＞ #4 ＞ #1 
(4) 親しみやすさ  ： #4 ＞ #2  ＞ #3 ＞ #1 





















表 5.10  タスクの達成時間（秒）（ステップ別） 
 被験者 Step1 Step2 Step3 Step4 
被験者 1 66 85 160 123 
被験者 2 34 25 91 126 
被験者 3 125 111 60 68 
被験者 4 30 27 50 65 
被験者 5 100 150 57 146 
被験者 6 96 42 40 68 
被験者 7 60 25 38 79 
被験者 8 42 46 25 106 
平均時間 61.88  84.13  80.50  69.25  
 
表 5.11  タスクの達成時間（秒）（フォントの組合せ別）  
被験者 #1 #2 #3 #4 
被験者 1 66 160 123 85 
被験者 2 25 34 91 126 
被験者 3 68 111 125 60 
被験者 4 50 65 27 30 
被験者 5 100 150 57 146 
被験者 6 42 68 96 40 
被験者 7 38 60 79 25 
被験者 8 106 25 46 42 










表 5.12 分散分析表(ステップ別のタスクの達成時間) 
要因 偏差平方和 自由度 平均平方 Ｆ値 Ｐ値 判定 
ステップ 6105.38  3 2035.13  1.31  0.29    
誤差 43650.50  28 1558.95        




表 5.13  分散分析表(フォント組合せ別のタスクの達成時間) 
要因 偏差平方和 自由度 平均平方 Ｆ値 Ｐ値 判定 
フォントの組合せ 2514.63  3 838.21  0.50  0.69    
誤差 47241.25  28 1687.19        




























表 5.14 フォント組合せ一覧 (表5.6と同一の組合せ) 
# ステップ名称 動作対象 操作説明 
#1 UD新ゴ UD新ゴ UD新ゴ 
#2 UD新ゴ UD新ゴ UD黎ミン 
#3 カモライム UD新ゴ UD新ゴ 


































 1. プリンタを操作し、写真を印刷する。 
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表 5.15 アンケート評価点の平均値(高齢者) 
  #1 #2 #3 #4 
(1) 読みやすさ 3.1 3.3 3.6 3.6 
(2) 見やすさ 3.0 3.4 4.0 3.5 
(3) 楽しさ 3.8 3.6 4.1 3.6 
(4) 親しみやすさ 3.3 3.5 3.8 3.8 










































   
    
   
 
 





   
  
 


















































#1 #2 #3 #4
フォント組合せ 
①  読みやすさ ② 理解しやすさ 












表 5.16 フリードマン検定による分析結果 
**:1%有意 *:5%有意 
質問項目 Χ２乗値 Ｐ 値 
①読みやすさ 2.625 0.4531 
②理解しやすさ 0.9375 0.8164 
③楽しさ 1.2375 0.7440 
④親しみやすさ 2.8125 0.4214 






(1) 読みやすさ  ： #3 =  #4 ＞ #2 ＞ #1  
(2) 理解しやすさ  ： #3 ＞ #4 ＞ #2 ＞ #1 
(3) 楽しさ   ： #3 ＞ #4 ＞ #1 ＞ #2 
(4) 親しみやすさ  ： #3 =  #4 ＞ #2 ＞ #1 






















表 5.17  タスクの達成時間（秒）(ステップ別)  
被験者 Step1 Step 2 Step 3 Step 4 
被験者 1 440 313 49 75 
被験者 2 278 73 245 159 
被験者 3 720 404 313 163 
被験者 4 398 161 125 125 
被験者 5 188  150 110 96 
被験者 6 204 145 143 174 
被験者 7 288 352 464 273 
被験者 8 500 65 320 293 
平均時間 236.38  235.13  222.88  284.25  
 
表 5.18  タスクの達成時間（秒）(フォントの組合せ別)  
被験者 #1 #2 #3 #4 
被験者 1 440 142 75 313 
被験者 2 73 278 245 159 
被験者 3 163 404 650 313 
被験者 4 125 125 161 398 
被験者 5 188  150 110 96 
被験者 6 145 174 204 143 
被験者 7 464 288 273 352 
被験者 8 293 320 65 500 








表 5.19  分散分析表(ステップ別) 
**:1%有意 *:5%有意 
要因 偏差平方和 自由度 平均平方 Ｆ値 Ｐ値 判定 
ステップ 179047.84  3 59682.61  3.73  0.02  * 
誤差 448317.38  28 16011.33      
 





表 5.20  分散分析の多重比較表 
**:1%有意 *:5%有意 
要因 水準１ 水準２ 平均値１ 平均値２ 差 Ｐ値 判定 
ステップ別 Step1 Step 2 368.25  207.88  160.38  0.02  * 
  Step1 Step 3 368.25  232.75  135.50  0.04  * 
  Step1 Step 4 368.25  169.75  198.50  0.00  ** 
  Step 2 Step 3 207.88  232.75  24.88  0.70    
  Step 2 Step 4 207.88  169.75  38.13  0.55    




表 5.21  分散分析表(フォント組合せ別) 
要因 偏差平方和 自由度 平均平方 Ｆ値 Ｐ値 判定 
フォントの組合せ 17612.09  3 5870.70  0.27  0.85    
誤差 609753.13  28 21776.90        


































































#1 #2 #3 #4
平均値 平均値 
1. 若年者 2. 高齢者 
フォント組合せ 










































































#1 #2 #3 #4
平均値 






1. 若年者 2. 高齢者 











変 数 若年者 高齢者 
正規化 
検定結果 
      
 サンプル数 8 8 E(U) 32     
        
＃１ 平均順位 9.44  7.56  V(U) 85.87      
 U1 - U2 24.50  39.50  統計量:Z 0.81  Ｐ値 0.42  
＃2 平均順位 9.50  7.50  V(U) 88.00      
 U1 - U2 24.00  40.00  統計量:Z 0.85  Ｐ値 0.39  
＃3 平均順位 8.38  8.63  V(U) 86.00      
 U1 - U2 33.00  31.00  統計量:Z 0.11  Ｐ値 0.91  
＃4 平均順位 9.56  7.44  V(U) 86.93      








変数 若年者 高齢者 
正規化 
検定結果 
      
 サンプル数 8 8 E(U) 32     
        
＃１ 平均順位 9.69  7.31  V(U) 86.80      
 U1 - U2 22.50  41.50  統計量:Z 1.02  Ｐ値 0.31  
＃2 平均順位 9.75  7.25  V(U) 88.00      
 U1 - U2 22.00  42.00  統計量:Z 1.07  Ｐ値 0.29  
＃3 平均順位 8.00  9.00  V(U) 87.20      
 U1 - U2 36.00  28.00  統計量:Z 0.43  Ｐ値 0.67  
＃4 平均順位 9.38  7.63  V(U) 86.80      












変 数 若年者 高齢者 
正規化 
検定結果 
      
 サンプル数 8 8 E(U) 32     
＃１ 平均順位 6.38  10.63  V(U) 83.07      
 U1 - U2 49.00  15.00  統計量:Z 1.87  Ｐ値 0.06  
＃2 平均順位 7.88  9.13  V(U) 80.40      
 U1 - U2 37.00  27.00  統計量:Z 0.56  Ｐ値 0.58  
＃3 平均順位 6.50  10.50  V(U) 84.93      
 U1 - U2 48.00  16.00  統計量:Z 1.74  Ｐ値 0.08  
＃4 平均順位 7.13  9.88  V(U) 80.00      








変 数 若年者 高齢者 
正規化 
検定結果 
      
 サンプル数 8 8 E(U) 32     
＃１ 平均順位 8.19  8.81  V(U) 86.00      
 U1 - U2 34.50  29.50  統計量:Z 0.27  Ｐ値 0.79  
＃2 平均順位 8.38  8.63  V(U) 84.00      
 U1 - U2 33.00  31.00  統計量:Z 0.11  Ｐ値 0.91  
＃3 平均順位 7.69  9.31  V(U) 85.60      
 U1 - U2 38.50  25.50  統計量:Z 0.70  Ｐ値 0.48  
＃4 平均順位 8.25  8.75  V(U) 86.00      




















      
 サンプル数 8 8 E(U) 32     
＃１ 平均順位 9.88  7.13  V(U) 85.87      
 U1 - U2 21.00  43.00  統計量:Z 1.19  Ｐ値 0.24  
＃2 平均順位 8.56  8.44  V(U) 88.27      
 U1 - U2 31.50  32.50  統計量:Z 0.05  Ｐ値 0.96  
＃3 平均順位 8.94  8.06  V(U) 86.67      
 U1 - U2 28.50  35.50  統計量:Z 0.38  Ｐ値 0.71  
＃4 平均順位 9.75  7.25  V(U) 84.00      



















































































































(1) ステップ名称 ： タスクのステップ名称 
(2)  動作手順  ： 各ステップでユーザが操作する動作対象 


















① 文字色の変更  
② 文字サイズの変更 (9.5ptから13ptへ変更) 
※ 第4章の実験で使用した文字サイズを使用 
③ 文字装飾：白文字に地色を青とした装飾をする 



















表 6.1  評価対象の組合せ一覧 
# 
ステップ名称 動作手順 
フォントの種類 変更内容 変更内容 
#1 カモライム 文字色を変更(青色) 文字色の変更 
#2     文字サイズの変更 
#3     文字色と文字サイズを変更 
#4     変更なし 
#5   文字装飾 文字色の変更 
#6     文字サイズの変更 
#7     文字色と文字サイズを変更 
#8     変更なし 
#9 UD黎ミン 文字色を変更(青色) 文字色の変更 
#10     文字サイズの変更 
#11     文字色と文字サイズを変更 
#12     変更なし 
#13   文字装飾 文字色の変更 
#14     文字サイズの変更 
#15     文字色と文字サイズを変更 
#16     変更なし 
#17 UD新ゴ 文字色を変更(青色) 文字色の変更 
#18     文字サイズの変更 
#19     文字色と文字サイズを変更 
#20     変更なし 
#21   文字装飾 文字色の変更 
#22     文字サイズの変更 
#23     文字色と文字サイズを変更 











図 6.2 サンプルマニュアル(#1) 
 
 
図 6.3 サンプルマニュアル(#10) 
110  
 





































































































































































































































































































































































表 6.2  アンケートの平均値 
 
見やすさ 読みやすさ 
#1 1.7  1.4  
#2 1.1  0.6  
#3 1.9  1.3  
#4 -0.2  -0.1  
#5 1.4  1.3  
#6 0.8  0.5  
#7 1.8  1.1  
#8 -0.1  -0.1  
#9 1.4  1.2  
#10 1.0  0.4  
#11 1.4  0.9  
#12 -0.2  -0.2  
#13 1.1  1.1  
#14 0.9  0.5  
#15 1.6  1.1  
#16 -0.1  0.0  
#17 1.4  1.3  
#18 0.7  0.7  
#19 1.8  1.5  
#20 0.0  0.0  
#21 1.2  1.2  
#22 0.7  0.7  
#23 1.9  1.5  




#3 > #23 > #7 = #19 > #1 > #15 > #11 > #5 ＝ #9 ＝ #17 ＝ #21 > #2 > #13 > #10 
> #14 > #6 > #18 > #22 > #20 > #16 = #24 > #8 > #4 > #12  
 
・読みやすさ 
#19 = #23 > #1 > #3 = #5 = #17 > #9 = #21 > #7 = #13 = #15 > #11 > #18 = #22 > 







を表 6.3 に示す。 
表 6.3 三元分散分析結果（見やすさ） 
   要因 平方和 自由度 平均平方 F値 P値 
フォントの種類 
1.452 2 .726 .536 .586 
ステップ名称変更内容 
.583 1 .583 .430 .512 
動作手順変更内容 
160.452 3 53.484 39.449 .000 ** 
フォントの種類*  
ステップ名称変更内容 .381 2 .190 .140 .869 
フォント * 
 動作手順変更内容 3.476 6 .579 .427 .861 
ステップ名称変更内容 * 
動作手順変更内容 1.345 3 .448 .331 .803 
フォントの種類 
* ステップ名称変更内容  
* 動作手順変更内容 
.548 6 .091 .067 .999 
エラー 423.000 312 1.356     
合計 896.000 336       
  
































表 6.4 三元分散分析結果（読みやすさ） 
ソース 平方和 自由度 平均平方 F値 P値 
フォントの種類 0.304 2 1.521 .915 .402 
ステップ名称変更内容 .003 1 .003 .000 .966 
動作手順変更内容 




フォント *  
ステップ名称変更内容 
.872 2 .414 .249 .780 
フォント * 
 動作手順変更内容 
1.982 6 .330 .199 .977 
ステップ名称変更内容  
* 動作手順変更内容 
0.199 3 .066 .040 .989 
フォント  
 * ステップ名称変更内容  
 * 動作手順変更内容 
.435 6 .072 .044 1.000 
エラー 518.643 312 1.662     
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表 6.5  アンケートの平均値 
変更内容 平均 
#1 0.8  
#2 1.4  
#3 1.6  
#4 -0.4  
#5 0.3  
#6 1.6  
#7 1.6  
#8 -0.2  
#9 0.0  
#10 0.9  
#11 1.3  
#12 -0.4  
#13 0.2  
#14 1.5  
#15 1.7  
#16 0.1  
#17 0.4  
#18 1.9  
#19 1.6  
#20 -0.4  
#21 0.4  
#22 1.5  
#23 1.4  















表 6.6 三元分散分析結果（高齢者：見やすさ） 
要因 平方和 自由度 平均平方 F 値 P値 
フォントの種類 2.452 2 1.226 .425 .654 
ステップ名称 変更内容 1.574 1 1.574 .546 .461 




4.095 2 2.048 .710 .492 
フォント の種類 
* 動作手順変更内容 
3.881 6 .647 .224 .969 
ステップ名称変更内容  
* 動作手順変更内容 2.461 3 .820 .284 .837 
フォント の種類 
* ステップ名称変更内容  
* 動作手順変更内容 
2.905 6 .484 .168 .985 
エラー 899.786 312 2.884     



























表 6.7  4元分散分析の結果（年代別） 




ステップ名称 フォントの種類 3.321  2  1.661  1.733  0.187  
ステップ名称 変更内容 0.121  1  0.121  0.046  0.832  
動作手順 変更内容 284.445  3  94.815  15.042  0.000**  
ステップ名称 フォント の種類 
* ステップ名称 変更内容 
3.000  2  1.500  1.704  0.192  
ステップ名称 フォント の種類 
* 動作手順 変更内容 
3.417  6  0.569  1.038  0.403  
ステップ名称 変更内容  
* 動作手順 変更内容 
3.350  3  1.117  1.802  0.154  
年代 4.501 1 4.501 .246 .624 
ステップ名称 フォント の種類 
* 年代 
0.583  2  0.292  0.304  0.739  
ステップ名称 変更内容  
* 年代 
2.037  1  2.037  0.776  0.386  
動作手順 変更内容  
* 年代 
54.850  3  18.283  2.901  0.040*  
ステップ名称 フォント の種類 
* ステップ名称 変更内容  
* 年代 
1.476  2  0.738  0.838  0.438  
ステップ名称 フォント *  
 動作手順 変更内容 * 年代 










また、「ステップ名称 フォントの種類」、「ステップ名称 変更内容」、「動作手順 
変更内容」を被験者内要因とし、高齢者の性別を被験者間要因とする4要因で、評価点
の分散分析を行った。 
表 6.8 4元分散分析の結果（高齢者の性別） 
 要因 平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率 
ステップ名称フォントの種類 2.452  2 1.226  0.814  0.455  
ステップ名称 変更内容 1.574  1 1.574  0.337  0.572  
動作手順 変更内容 178.842  3 59.614  7.283  0.001 **  
ステップ名称 フォントの種類 
* ステップ名称 変更内容 
4.095  2 2.048  1.819  0.184  
ステップ名称 フォント 
* 動作手順 変更内容 
3.881  6 0.647  1.209  0.312  
ステップ名称 変更内容  
* 動作手順 変更内容 
2.461  3 0.820  0.920  0.441  
性別 9.670 1 9.670 0.337 .572 
ステップ名称 フォントの種類 
 * 性別 
1.500  2 0.750  0.498  0.614  
ステップ名称 更内容  
* 性別 
7.146  2 7.146  1.532  0.240  
動作手順 変更内容 * 性別 7.604  3 2.535  0.310  0.818  
ステップ名称 フォントの種類 
* ステップ名称 変更内容  
* 性別 
0.310  2 0.155  0.138  0.872  
ステップ名称 フォントの種類 
* 動作手順 変更内容  
* 性別 
3.833  6 0.639  1.194  0.320  
ステップ名称 変更内容  
* 動作手順 変更内容  
* 性別 
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付録A 評価対象マニュアル（第4章） 
4章の実験で使用したマニュアルのサンプルを以下に示す。 
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付録B 評価対象マニュアル（第5章） 
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付録C 評価対象マニュアル（第6章） 
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